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る調査を行った。使用尺度は、 GeneralHealth Questionnaire 28, Traumatic Stress Institute Belief Scale, Maslach 
Burnout Index, Impact of Event Scale-Revised の 4 種類で、それぞれの尺度で心身状態、代理受傷(認知の歪み)、
燃えつき、そして PTSD 症状を測定した。結果:仮説 1 は支持されたがそれ以外の仮説は支持されなかった。既存の
ストレスが二次受傷への耐性に影響を与えていることが示唆された。また、活動頻度が低いほど「他者信頼感」にお
ける認知の歪みが大きいことが示され、経験の少なさが二次受傷の症状を悪化させる可能性を示唆した。過去のトラ









「相談相手の存在J r臨床家としての自信J r加害者との接点J r希望」や「成育環境」があがった。安全やコント
ロール感の確保が耐性要因となる可能性を示唆している。また、予防策は、「分かち合える仲間J 、「ネットワーク」、
「知識と技術J 、 「職場環境」などがあがった。
第 4 章は 2 つの調査結果に関する考察および全体的考察を行い、本研究の問題点および今後の課題を検討した。男
性支援者を対象にした調査、継続研究、タイプ別のトラウマがもたらす二次受傷の影響、などを今後の課題として提
案した。
最後に、第 5 章は調査結果を基に二次受傷予防フ。ログラムを提示した。主な内容は、 「専門知識を蓄える J r分か
ち合える仲間J r精神面の人間ドック J rバランスの取れた私生活J r安全な職場環境J r社会的な環境整備」であ
る。
論文審査の結果の要旨
最近、我が国でも犯罪などの被害者支援活動が盛んになりつつあつが、それにともない支援者が被害者と同様の外
傷性ストレス症状や燃え尽きなどの二次受傷を体験する例が報告されるようになった。本論文はこれまで欧米で行わ
れたこ次受傷研究のレピ、ューを行い、次いで、被害者支援団体の支援者を対象に質問紙調査を行い、さらに性犯罪被害
者などに接している女性臨床家に面接調査を実施した。このようにして、本論文は二次受傷の実態を調査し、症状に
影響を与える要因との関係を検討し、二次受傷からの回復および予防の可能性について、貴重な示唆を提供している。
本論文は博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものと判定した。
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